
令和３年度 苫小牧市事業承継推進事業（新規）

１ 現状 ２ 事業内容

・中小企業振興計画の３つの柱の１つである
「事業承継の円滑化」の実現を目的とし、事
業実施により、市内中小企業等の廃業を防ぐ
ことを目指す。

①第三者への事業承継(M&A)が完了し、引退し
た経営者(売り手)へ100万円を給付。

平成13年

9,368者
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<資料>
(平成13年)事業所・企業統計調査
(平成28年)経済センサス-活動調査

平成28年

7,339者

約20％減

・中小企業等における経営者の休廃業・解散
が増加。

②事業承継の必要性や理解を深める広報を行う。

【本市の状況】

⇒コロナ禍で更なる休廃業・解散の増加が
予想。

【全国の状況】

引退後の生活を支援

周知が重要

後継者がいなければ、いずれ
会社をたたむことに・・・

高齢化

資料５



令和３年度 苫小牧市事業承継推進事業（新規）

市内金融機関
×

北海道事業引継ぎ
支援センター
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３ 予算 ４ スキーム図

・北海道中小企業総合支援
センター(北海道)

・苫小牧商工会議所

・苫小牧工業高等専門学校
サテライト(C-base)

随時
情報提供

①事業承継支援金
100万円×３事業者 300万円

②広報、セミナー等費用 50万円

計 350万円

財源は全額、信金中金の企業版ふるさと納税による寄附
(1,000万円)を活用。

・令和3年度：350万円

・令和4年度：330万円

・令和5年度：320万円

3年間計1,000万円
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廃業はさせない 

市内中小企業者等

苫小牧市


